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令和５年度決算審査特別委員会議事録（第４号） 

令和６年９月２６日（木曜日）     

 

◎出席委員（１１名） 

  １番 早瀬川   恵 君   ３番 榊 原 深 雪 君 

  ４番 矢 野 利惠子 君   ５番 田 利 正 文 君 

  ６番 髙 橋 健 一 君   ７番 木 村 明 雄 君 

  ８番 細 川   勉 君   ９番 川 上 修 一 君 

 １０番 進 藤 晴 子 君  １１番 多治見 亮 一 君 

 １２番 二 川   靖 君 

 

◎欠席委員（０名） 

 

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者 

足   寄  町   長   渡 辺 俊 一 君 

足寄町教育委員会教育長   東海林 弘 哉 君 

足寄町農業委員会会長              吉 村   進 君 

足 寄 町 代 表 監 査 委 員              川 村 浩 昭 君 

足 寄 町 監 査 委 員              井 脇 昌 美 君 

 

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者 

副    町    長   丸 山 晃 徳 君 

総  務  課  長   保 多 紀 江 君 

福  祉  課  長   森 岡 彰 寿 君 

住  民  課  長   金 澤 眞 澄 君 

経  済  課  長   佐々木 康 仁 君 

建  設  課  長   松 野   孝 君 

国民健康保険病院事務長   川 島 英 明 君 

会  計  管  理  者   加 藤 勝 廣 君 

消  防  課  長   大竹口 孝 幸 君 

 

◎教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席した者 

教  育  次  長   丸 山 一 人 君 

 

◎農業委員会会長の委任を受けて説明のため出席した者 

農 業 委 員 会 事 務 局 長              山 田 弘 幸 君 

 

◎職務のため出席した議会事務局職員 

事  務  局  長   横 田 晋 一 君 

事  務  局  次  長   鈴 木 研 司 君 

総 務 担 当 主 査   飯 野 真 有 君 
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◎議事日程 

 日程第 １  議案第６４号 令和５年度足寄町上水道事業会計剰余金の処分及び決算認

定について＜Ｐ３～Ｐ２７＞ 

 日程第 ２  議案第６５号 令和５年度足寄町国民健康保険病院事業会計決算認定につ

いて＜Ｐ３～Ｐ２７＞ 

 日程第 ３  議案第６６号 令和５年度足寄町一般会計歳入歳出決算認定について＜Ｐ

３～Ｐ２７＞ 

 日程第 ４  議案第６７号 令和５年度足寄町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定について＜Ｐ３～Ｐ２７＞ 

 日程第 ５  議案第６８号 令和５年度足寄町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定につ

いて＜Ｐ３～Ｐ２７＞ 

 日程第 ６  議案第６９号 令和５年度足寄町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認

定について＜Ｐ３～Ｐ２７＞ 

 日程第 ７  議案第７０号 令和５年度足寄町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて＜Ｐ３～Ｐ２７＞ 

 日程第 ８  議案第７１号 令和５年度足寄町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算

認定について＜Ｐ３～Ｐ２７＞ 

 日程第 ９  議案第７２号 令和５年度足寄町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定について＜Ｐ３～Ｐ２７＞ 

 日程第１０  議案第７３号 令和５年度足寄町資源ごみ処理等事業特別会計歳入歳出決

算認定について＜Ｐ３～Ｐ２７＞ 
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午前１０時００分 開議 

 

◎ 開議宣告 

○委員長（多治見亮一君） おはようござ

います。 

 全員の出席でございます。 

 昨日に引き続き、令和５年度決算審査特

別委員会を開きます。この後の日程を説明

いたします。 

 これより、理事者等に対して総括質疑を

行い、総括質疑が終了後、各部会を開催

し、意見の取りまとめをしていただきま

す。 

 その後、部会長会議で調整していただい

たあと、部会長から審査の報告を受け、部

会長に対する質疑を受けます。 

 なお、本日のこの日程等については、先

ほど開かれました正副委員長並びに各正副

部会長会議で確認をされているところであ

りますので御了承願います。 

 

◎ 議案第６４号から議案第７３号まで 

○委員長（多治見亮一君） それでは、こ

れより、理事者等に対して、議案第６４号

令和５年度足寄町上水道事業会計剰余金の

処分及び決算認定について、及び議案第６

５号令和５年度足寄町国民健康保険病院事

業会計決算認定について、並びに議案第６

６号令和５年度足寄町一般会計歳入歳出決

算認定についての件から議案第７３号令和

５年度足寄町資源ごみ処理等事業特別会計

歳入歳出決算認定についてまでの１０件に

ついて、一括して質疑を行います。 

 なお、質疑については、一問一答方式で

行います。また、質疑の際は決算書のペー

ジ数と目を言ってから、質疑をしてくださ

い。 

 質疑はありませんか。 

 １２番二川委員。 

○１２番（二川靖君） 一般会計のいわゆ

る成果表に基づいてお伺いしたいと思いま

す。 

 まず、１６ページのふるさと足寄応援寄

附推進事業なのですけれども、いわゆるふ

るさと納税の関係なのですけども、昨年に

比べたら寄附実績が若干増えたということ

でありまして、その戻った要因は何なのか

ということを聞きたいと思っています。 

 それと、この間、事業者とどのように話

し合ってきて進めてきたのかと。 

 また、その事業者と年何回くらい話し

合ってきたのかということをお伺いしたい

というふうに思っています。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） ただいまの御

質問にお答えします。 

 まず、はじめのふるさと納税の金額が前

年より増えて、戻ってきたという理由なの

ですけれども、まず、前年度製造を停止し

ておりました、足寄チーズ工房さんの事業

が開始されたことと、それとポータルサイ

トを４か所から９に増加をしまして、より

多くの方に選択される機会を増やしたとい

うこと、それと、ちょっと細かいことです

けれども、検索画面で出てくる画像とか、

そういうものを刷新しまして、返礼品の魅

力が伝わりやすいようなことを委託業者と

協力して行ったということ、あと、代々木

公園とかで開催されています特産品の販売

のときに、ライン登録を来た方にお願いす

るなどをして、こちらからの情報発信の先

を増やして、知ってもらうような機会を増

やしたということなどが主な要因というふ

うに考えております。 

 続きまして、事業者との話し合いの機会

なのですけれども、まず、年に１回事業者

説明会を行っておりまして、今後どのよう

な商品を開発していくかとか、今どのよう

なトレンドにあるかというような情報を提

供させていただいております。その場に

は、こちらのほうからふるさと納税のサ

ポートを委託している業者の出席もいただ

きまして、そちらから全国的な状況ですと
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か、このような商品の組み方がいいのでは

ないかというようなアドバイスをいただい

ております。 

 今年度の実績になりますけれども、今年

度はそちらを２回、２日に分けて開催して

おります。 

 そのほか、各事業者さんからは、個別に

随時相談をお受けしておりまして、それは

町の窓口だったり、必要に応じてサポート

している事業者さんだったりということ

で、随時相談をお受けして、いろいろな仕

組みを作れるような体制にしております。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １２番二川委

員。 

○１２番（二川靖君） ありがとうござい

ました。努力しているということで捉えて

いきたいというふうに思っています。 

 そして、その努力も一生懸命やっても、

またこれふるさと納税１０月から変わると

いうようなことで、また厳しさが出てくる

のかなという、返礼品の関係なのですけれ

ども、何か変わってくるというようなこと

もありますので、今後以降もそういったこ

とも含めて、さらに検討をしていかなけれ

ばいけないのかなと。 

 何かこの間、アイスクリームが駄目だと

か、もつ鍋が駄目だとか、返礼品で、そう

いったこともニュースで流れていましたの

で、足寄はチーズとか、そういったものな

ので、競合はしないのかなというふうに

思っておりますけども、そこら辺ちょっと

情報を仕入れながら進めていっていただき

たいというふうに思っています。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） 他にありませ

んか。 

 早瀬川委員。 

○１番（早瀬川恵君） 同じく、ふるさと

納税のことでお聞きしたいことがあるので

すけれども、令和５年の寄附実績が７,９

２７万２,０００円となっているのです

が、これは目標金額みたいなのはありまし

たか。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） ふるさと納税

の目標額なのですけれども、過去に最高な

金額だったときが、１億６,０００万ぐら

いのときが平成２７年度ということで、そ

ういう時期もございました。 

 そのあとは、大体８,０００万ぐらいの

金額で推移してきていることから、令和５

年度におきましても８,０００万円という

ことで予算組みをさせていただきまして、

７,９００万の実績があったということで

ございます。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） 早瀬川委員。 

○１番（早瀬川恵君） 私のちょっと勘違

いかもしれないですけれども、プロジェク

トチームみたいなのがあったとかっていう

のをちらっと聞いたのですけども、その辺

のところ、今も現在あるのか教えていただ

けますか。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） 特にプロジェ

クトチームというものは設けたことがない

かなというふうには思うのですけれども、

先ほども申し上げたとおり、事業者さんと

の情報交換会とか、そのようなことで進め

ております。 

○委員長（多治見亮一君） 他に質疑あり

ませんか。 

 川上委員。 

○９番（川上修一君） 一般会計の厚いや

つでは４４ページになります。 

 第２款総務費の１４目企画振興費なので

すけど、成果表のほうが分かりやすいと思

うので、成果表で質問をさせていただきま

す。 

 １９ページの移住促進事業の関係です。 

 それで、右側に実績成果ということで体
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験モニター参加者が２０組、３３人とある

のですけれども、実際にこの移住体験住

宅、びびっどさんで運営されているのです

けど、この住宅の利用日数というのです

か、何日使っているのかなというのをまず

お尋ねします。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） 令和５年度に

つきましては、５０２日利用しておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） ９番川上委

員。 

○９番（川上修一君） これ延べ日数とい

うことで、体験モニターに参加された２０

組の方は、全部２０組がみんな体験住宅を

利用されているのでしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） 体験モニター

の方ですけれども、全員ではないというふ

うにちょっと押さえております。 

○委員長（多治見亮一君） ９番川上委

員。 

○９番（川上修一君） それでは今回２０

組の方がモニターに参加された。３３人で

すね。そして、相談が２７件。実績として

令和５年度に何人の方が移住されているの

でしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） 令和５年度に

足寄町またはびびっどコラボレーションを

経由して移住された方につきましては８組

というふうになっております。 

○委員長（多治見亮一君） ９番川上委

員。 

○９番（川上修一君） ８組で何名です

か。８人とか、夫婦とかいたらもっと増え

るよね。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） 申し訳ありま

せん。 

 今おっしゃったように、家族がいらっ

しゃいますけれども、その数字までちょっ

と押さえてございません。 

○委員長（多治見亮一君） ９番川上委

員。 

○９番（川上修一君） ８組というのは、

なかなかすごいです。これは素晴らしいな

と思います。 

 それで、この事業始まって、恐らく結構

な年数が経過されてきているのかなと思う

のですけれども、できれば何年ぐらいたっ

てて、分かればで結構ですけれども、この

間トータルで何組ぐらい、何組で結構です

ね、移住されたかって、もし分かればお願

いします。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） この移住政策

につきましては、地方創生の人口減少対策

ということで始めておりまして、平成２８

年度から開始したのかなというふうに押さ

えております。 

 また、移住体験住宅は平成２９年度に開

始しております。今おっしゃった移住をし

た数字なのですけれども、びびっどコラボ

レーションと足寄町を窓口として経由して

移住された方については、令和２年度から

令和５年度までの実績でございますけれど

も、２４件というふうに押さえておりま

す。 

○委員長（多治見亮一君） ９番川上委

員。 

○９番（川上修一君） かなりコロナとか

あってあれだったのですけど、随分と健闘

というか、増えているのですね。 

 それで、実は、これびびっどさんにお願

いしているのですけれども、やっぱり足寄

町の魅力を発信してもらうには、役場とび

びっどさんと、それから農協のコミュニ
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ケーションってすごく大切だと思うのです

けれども、その辺はどうなのですか。 

○委員長（多治見亮一君） 丸山副町長。 

○副町長（丸山晃徳君） 先ほど２８年か

らということで、地方創生の関係で総合戦

略等で新たに移住政策を充実させるという

ことで、びびっどコラボレーションと町

で、両輪のような形で進めております。そ

この中で、やはりお店を開く方もいらっ

しゃいますし、当然農業の方もいらっしゃ

ると。農業のほうもびびっどコラボレー

ションのほうでも、いろいろと積極的に

やっていただいているところはあるのです

けど、やはり農業の場合は受入先の関係等

がございまして、簡単にお店だったら空き

店舗とかいろいろなノウハウ、それぞれの

方の思いでいけるかもしれないですけれど

も、農業についてはやはり非常に条件整備

でしたり、あと資金繰り等でいろいろ難し

いというか、しっかりとした計画に沿って

やらなくちゃいけないというところがある

かと思います。 

 そこでびびっどのほうは、まず試しでも

いいから来てくださいということで、どん

どん積極的に受け入れようとするところが

ございますけど、そこで農業のほうの受入

先等の確保というところで、なかなか調整

が難しいところがございまして、スムーズ

に三者がそれぞれの思いを図って協調して

進めていければよろしいのですけど、なか

なかそこの部分でまだ完全に連携を取れ

て、それぞれの思い、それぞれの考えが調

整ができているかというと、まだ十分なと

ころがないかというところで、まだまだ課

題があるというところでは、町としても何

かその糸口がないかというところで考えて

いるところで、十分とは言えない状況だと

思います。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） ９番川上委

員。 

○９番（川上修一君） 分かりました。 

 やはり、移住ということは、足寄町の魅

力を、まずは一番の窓口のびびっどさんと

こに来るのだろうから、びびっどさんから

足寄の魅力を伝えてもらわなければならな

い。そのためには、やはり今副町長おっ

しゃったけれども、今は農業関係ではいろ

いろと課題もあるということなのですけ

ど、そういった課題というのは、やっぱり

少しずつ両者協議しながら、両者、三者と

いうのかな、農協も含めて、協議しなが

ら、取り組んでいっていただけたらなと思

います。 

 答弁は結構です。 

○委員長（多治見亮一君） 他に質疑あり

ませんか。 

 ６番髙橋委員。 

○６番（髙橋健一君） 成果表の２０ペー

ジ、地域活性化推進事業、地域おこし協力

隊についてお伺いいたします。 

 事業費は１,５３７万６,０００円。地域

協力隊の受入れ実績として４名となってい

ますが、この４名の活動について、ちょっ

と説明をいただきたい、どのような活動を

しているのかを説明をお願いしたいと思い

ます。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） こちらの科目

での地域おこし協力隊の４人の方の活動内

容なのですけれども、まず１人目は、移住

関係の協力隊ということで、びびっどコラ

ボレーションに在勤されてまして、映像関

係とかをやられている方で、びびっどコラ

ボレーションのＹｏｕＴｕｂｅとかの作成

をしたり、インスタグラムとか、そういう

ような発信をされたり、あと、移住フェア

とかにいらっしゃって説明をされたりとい

うようなお仕事をされております。 

 ２人目の方につきましては、町内のチー

ズ工房のほうで研修をされておりまして、

チーズ製造から販売まで広く研修をされて

おります。 
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 ３人目の方につきましては、ＩＴ関係の

知識のある方というか、お仕事の経験のあ

る方でございまして、役場関係のそのよう

な業務をしつつ、足寄町の鹿の鳥獣被害と

かもあって、鹿の狩猟が非常に多いという

ことで、鹿皮を使って何か製作ができない

かということで、そういうことの技術を磨

かれております。 

 ４人目につきましては、足寄町の図書館

のほうで図書館司書として、足寄町の文化

の振興というか、そういうことに尽力され

ていただいております。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） ６番髙橋委

員。 

○６番（髙橋健一君） ありがとうござい

ます。 

 なかなか優秀な人材が揃っているという

感じがするのですけれども、この人たちの

報酬としては少ないのかよく分からないの

ですけれども、ちょっと費用対効果につい

てお伺いしたいと思います。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） 地域おこし協

力隊の費用につきましては、活動費用は特

別交付税のほうで補填されているというこ

ともございまして、上限額が特別交付税の

対象金額の中で報酬、それと御本人たちの

活動費用、それと住宅費用とかをまかなう

ような形で設計をさせていただいておりま

す。 

 費用対効果と言いますと、もちろん一般

財源の持ち出しもございますが、まずこの

方たちが町外から来て人口が増えた。そし

て、さらに今の令和５年度の４人に限ら

ず、今まで先ほど副町長も言っていたよう

に事業を継承したりとか、新規就農をして

いただいたりとか……、新規就農はないで

すね。ごめんなさい。そのように、足寄町

内で地域おこしをやっていただいて、昨年

度については事業を、合同会社を立ち上げ

た方とかもいらっしゃいますので、今後の

足寄町の振興のために役立っていただいて

いるのかなというふうに考えております。 

○委員長（多治見亮一君） ６番髙橋委

員。 

○６番（髙橋健一君） この人たちは、ほ

かに収入を得てもいいということですか。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） こちらのほう

で、勤務時間というのは設定はしておりま

すけれども、例えば何か作ってそれを売る

とか、そういうような勤務時間として指定

していないところで、何か事業をされるこ

とについては役場のほうに届出をしていた

だいて、このような収入を得るというよう

なことで、承認をしてから活動していただ

いておりますけれども、何かほかに収入を

得るということは認めております。 

○委員長（多治見亮一君） ６番髙橋委

員。 

○６番（髙橋健一君） ありがとうござい

ます。 

 なかなか優秀な人たちが集まっていて、

なかなか交流の機会がないので、もしもそ

ういう機会があったら、是非よろしくお願

いします。ありがとうございました。 

○委員長（多治見亮一君） 他に質疑あり

ませんか。 

 ９番川上委員。 

○９番（川上修一君） 今の関連で、髙橋

委員が交流の場を設けてほしいと、実は昨

年議員研修会、十勝のがありまして、幕別

だったかな、そこで地域おこし協力隊の方

の発表がありまして、その方が地域でいろ

いろ活動しているのですけれども、町民の

人との触れ合う機会がないと、それででき

れば私たちの発表の場というのですか、こ

ういうことをやっていますという、そうい

う場を設けていただけると非常にありがた

いよなという、これは幕別の地域おこし協

力隊の方なのですけれども、恐らく今、健
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一さんも言われたように足寄町でこれだけ

頑張っておられたら、やはり何をしている

かということが町民に見えてくると、普段

の活動も少しやりやすいかなと思うので、

是非発表の場を検討していただきたいと思

うのですけども、ちょっと答弁、その関係

をお願いします。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課長 

○総務課長（保多紀江君） 前に議会の中

でもそのようなお話もいただきまして、今

年度については、まず地域おこし協力隊の

方を町民に知っていただく機会を設けたい

ということで、広報のほうに、ひと月おき

ですけれども、地域おこし協力隊を紹介さ

せていただくことになっております。 

 また、今言っていた町民との触れ合いの

機会なのですけれども、今、地域集落支援

員を中心に何か町民との交流ができないか

ということで、今、検討中でございますの

で、今後開催できればなというふうに考え

ております。 

○委員長（多治見亮一君） 他に質疑あり

ませんか。 

 １２番二川委員。 

○１２番（二川靖君） 今の関連なのです

けれども、いわゆる優秀な人材が揃ってい

ると。今、地域集落員の話も出ましたけれ

ども、インスタやフェイスブックに足寄町

を取り上げていろいろやっております。 

 それはそれでいいのかなというふうに

思っていますし、すごく広まっているなと

いう気はそういった面では見ています。た

だ、地域課題の解決というのは一つ、どう

いった解決があったのか、先ほど、鹿等の

中で人が入ってきているということも言わ

れておりますけども、人口減少の対策を町

としてどのように考えてやってきたのかと

いうことをお伺いしたいなと思います。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） まず、地域課

題の解決と言いましても、ちょっと小さい

ですけれども、例えば、今、先ほど説明し

たとおり、図書館司書さんが来ていただい

たりとか、チーズの製造を行うとか、そう

いう意味での人材の確保というのがまず一

つなのかなというふうに思っております。 

 人口減少対策といっても、なかなかたく

さんの方を呼び込むというわけではありま

せんけれども、その方たちが今後定着をし

て何か事業を起こすなり、地域の振興に役

立っていただくというようなこともあっ

て、今後につながるのかなということでの

人口減少対策ということですが、ちょっと

なかなか難しい課題かなというふうに考え

ております。 

○委員長（多治見亮一君） １２番二川委

員。 

○１２番（二川靖君） 言われていること

は分かりますけれども、やはり先ほど言っ

たように、大誉地でお祭りがやられたり、

また、愛冠駅でやられているということ

で、そういったことを大事にしながら、や

はり地域の課題の解決等々もしながら、さ

らにインスタやらフェイスブックで足寄町

をＰＲしていただけるということが本当に

嬉しいことですので、そういったことで、

また町としても、予算の限りもあるかとい

うふうに思いますけれども、来年度もそう

いったことで、地域の活性化に向けて、よ

ろしくお願いしたいというふうに思ってお

ります。 

○委員長（多治見亮一君） 他に質疑はあ

りませんか。 

 ５番田利委員。 

○５番（田利正文君） 決算書の５１ペー

ジ、成果表の２５ページ、基幹相談支援セ

ンターの相談受理件数が８１１件となって

います。 

 この相談の大まかな傾向ってどんなもの

かちょっとお聞きしたいのですけれども。 

○委員長（多治見亮一君） すみません。

何ページでしたか。 

○５番（田利正文君） 成果表の２５ペー
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ジ。決算書は５１ページです。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課

長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） ちょっと今、

正確な数字のデータをちょっと持ち合わせ

てはいないのですけれども、相談内容とし

ましては生活をしていく上での相談だと

か、仕事の相談だとか、あと体調の関係の

部分だとかという部分も相談を受けている

状況であります。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） ５番田利委

員。 

○５番（田利正文君）  細かいことは

ちょっといいですけども、例えば年齢です

とか、男女別ですとか、あるいは本人が相

談を受けたのか、あるいは家族からなのか

だとか、あるいは町内外もあるのかという

ことを含めて、ちょっとお聞きしたいなと

思ったのですけれども、分かりますでしょ

うかね。 

○委員長（多治見亮一君） 暫時休憩いた

します。 

午前１０時３０分 休憩 

午前１０時４５分 再開 

○委員長（多治見亮一君） 休憩を閉じ、

会議を再開します。 

 答弁、森岡福祉課長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） お時間を取っ

ていただきましてありがとうございます。 

 先ほど質問のございました相談に伴う年

齢、性別、本人、家族の別、町内外の別に

ついてですが、大変申し訳ありませんが、

年齢、性別については押さえているものが

ございませんので御了承いただきたいと思

います。 

 相談元としましては、本人が５６２件、

家族、関係機関、その他からの相談が２４

９件となっております。 

 相談については町内の方からということ

になっております。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） ５番田利委

員。 

○５番（田利正文君） 細かくは聞きませ

んと言いながら、８１１件、件ですけど、

人数はどうでしょうか。 

 例えば、この相談をしたけども、解決し

なくてもう何回か相談するということもあ

り得ますよね。だから、人数でいったらど

うなるかって分かりますでしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課

長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） 大変申し訳あ

りません。 

 委員がおっしゃるように、相談について

は同じ方が複数件相談をされる方もおられ

ますし、一件で終わる方もいらっしゃいま

す。その人数につきましては、しっかりと

把握していることがございません。申し訳

ございません。御了承いただきたいと思い

ます。 

○委員長（多治見亮一君） よろしいです

か。他に質疑ありませんか。 

 １０番進藤委員。 

○１０番（進藤晴子君） 関連で質問させ

ていただきます。同じ２５ページの障害者

の支援センターの運営経費のところですけ

れども、今、田利委員に答弁されました

が、人数は押さえていない、性別も押さえ

ていないというのは、今分からなくてもい

いのですが、相談された内容、それに対す

るどうお答えしたのかというところは記録

として残されていないのですか。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課

長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） 相談センター

のほうでは記録をしっかり取って残ってい

る、保管をしている状況にはございます

が、町のほうにその一件一件の報告書とい

う部分については提出をいただいていな

く、件数だけの報告というふうになってい

ますので、御了承いただければと思いま

す。以上でございます。 
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○委員長（多治見亮一君） １０番進藤委

員。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。

安心いたしました。 

 それ同じところでですね、今のことはい

いのですが、管理運営、指定管理のところ

の金額ですよね。今年の予算のことを令和

６年度と見ても、金額はあまり変わってい

ない。これは、ほかの指定管理も皆さんそ

うかもしれない、あまり金額が大幅に変

わっているところは見受けられないのです

が、ここ最近の物価高騰、いろんなことに

対して、両者でいろいろ話し合った上で予

算で決めていくというふうになっていると

思うのですけど、この障害者のセンターは

この金額で特に問題はないでしょうか。お

願いします。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課

長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） 指定管理につ

きましては、この施設については令和４年

から３か年の指定管理で設定をさせていた

だいております。その段階で基本協定を締

結させていただきまして、年度協定の金額

を計画の段階で策定しております。 

 年度協定を取り交わすときに、再度実施

計画書を出していただいて、それに基づい

て双方でお話をさせていただいて年度協定

を締結しているという部分の中で、今現

在、金額の変更という部分については申し

入れがなかったという状況になっておりま

す。 

 ただ、消費税の関係につきましては、前

回の議会のほうで提案をさせていただい

て、消費税の部分については議決を受けて

おりますので、その部分についての協定変

更についてはさせていただいている状況で

ございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤委

員。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。

一応３か年で契約をしているけれども、万

が一とんでもない、世の中が変わってし

まったとか、そういうときには両者話し合

いのもと検討されるということでよろしい

ですね。分かりました。 

 同じところでですね、これはお金に絡ん

でいるのかどうか分かりませんけれども、

入居者数が１０人。多分入られた方はあま

り動きがないんだろうなというふうに思っ

ておりますが、相談件数が８１１件あると

いうことで、入りたいんだけど入れないと

いう方は、ここ最近、令和５年度ってい

らっしゃいましたでしょうか。もし分かり

ましたらお願いします。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課

長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） 福祉ホームの

利用につきましては、議員がおっしゃられ

るように一度入って、そのあとすぐ出られ

るというようなケースはなかなかないもの

ですから、入られた方が長く利用されると

いう形になっております。 

 そういった中で新たに利用したいという

ような方については、今１２室ありまし

て、１０室については入居という形で利用

させていただいておりまして、残りの２室

については体験だとかという部分で使える

ような形にしております。そういったとこ

ろで一度体験をしていただいて、利用に結

び付けるというようなことをしておりまし

て、今現在、相談は入所したいという相談

件数まで、ちょっとはっきりとは押さえて

はいないのですけれども、そういった部分

で入りたいという希望の方については相談

をさせていただいているという状況でござ

います。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤委

員。 

○１０番（進藤晴子君） 体験やその２室

で対応されている緊急の場合というのは分

かっているのですが、もし、じゃあ、そこ
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で１０人の方がいらっしゃるのであれば、

入居はできないというときには、他町であ

るとかそういうところを探しながら、障害

者、こういうセンターがあるところは少な

いかと思うのですけれども、そういう対応

もされているということですよね。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課

長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 他町の施設というか、施設を紹介すると

いうよりはですね、在宅支援という形で

サービスの提供をしながら、今住まわれて

いるところでそのまま住み続けられるよう

に、サービスの提供を別なですね、ホーム

ヘルプ等のサービスの提供をさせていただ

いているというような状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤委

員。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。

在宅のほうでフォローされている。 

 実質の待機されている、もし空いたとき

には入りたいという、その待機者数という

のは分かりますか。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課

長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） 大変申し訳あ

りません。そこの数についてはちょっとで

すね、押さえている状況ではございませ

ん。 

 申し訳ございません。 

○委員長（多治見亮一君） 他に質疑あり

ませんか。 

 ８番細川委員。 

○８番（細川勉君） 成果報告書の１４

ページ、備荒資金組合納付金の超過分、こ

れは返還は可能なのですかね。 

 超過分の令和５年度末残高９億６,２９

８万７,０００円。これは返還できる性質

のものなのですかね。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） 普通のほうの

積み立てについては、基準財政需要額の１

００分の１以上を積み立てなければいけな

いというふうになっているのですけれど

も、超過額については取り崩しが可能に

なっております。 

○委員長（多治見亮一君） ８番細川委

員。 

○８番（細川勉君） ちょっと調べたら、

規約１６条で、財政再生基準以上、あと自

主的な財政の健全化のための取り組みを

行っている場合は、返還可能と書いてあっ

たのですけど、これは使われたこととかあ

るのかというのと、使うときの基準はある

のかという。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） 過去には災害

とかがあった場合には、取り崩しをした場

合があるのかなというふうには思いますけ

れども、今現在は、最近は取り崩しをした

ことがございません。 

 今現在は、特にほかの基金での対応が可

能、財政の調整が可能ということで、取り

崩しは今のところはちょっと考えていない

状況でございます。 

○委員長（多治見亮一君） 他に質疑あり

ませんか。 

 ７番木村委員。 

○７番（木村明雄君） それでは、教育委

員会にお伺いをしたいと思います。成果表

については７５ページ。これについては、

近年温暖化が進みまして、熱中症で亡くな

る生徒もおられたという話も聞いておりま

す。 

 そんなところで、我が町に置き換えると

予算も大変だなという、そんな気がしてい

たわけなのですけども、私が思っていたよ

りも、おかげさんで相当早く工事が終わっ

たのかなと、そんなふうに思っておりま

す。 
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 そこで、私が思っていたよりも早く工事

が終わったという経過についてお伺いをし

たいと思います。 

○委員長（多治見亮一君） 丸山教育次

長。 

○教育次長（丸山一人君） 空調設備の工

事の関係ということで答弁をさせていただ

きます。昨年度、一般質問の中でも、小中

学校に空調設備を付けるべきだという御意

見もいただいた中で、理事者と協議して、

小中学校における空調設備、エアコンの設

置について協議させていただきました。 

 当初は令和７年度に設置する予定だった

のですが、やっぱりその猛暑のレベルとい

うか、それがものすごい状況になっている

ということで、議会の御理解も得て補正予

算で対応して、令和５年度中に各小中学校

にエアコンを設置することができました。 

 そういった部分で、早くできた理由とい

うか、この部分、建設サイドとも協議して

年度内に工事が間に合うのかという部分

も、業者とも協議させていただきながら年

度末までに完了することが可能だというこ

とで、ゴーサインということで予算の提案

をさせていただいて工事を発注したという

ことでございます。 

 おかげさまで、今年度もとても暑い夏、

特に７月が暑い夏でございましたが、エア

コンをフルに活用させていただきまして、

涼しい環境の中で児童生徒、生活すること

ができたということを御報告させていただ

きたいと思います。ありがとうございまし

た。 

○委員長（多治見亮一君） ７番木村委

員。 

○７番（木村明雄君） おかげさまで、早

くエアコンが付いたということで、私ども

安心はしているわけなのですけど、あと、

これについて漏れたところというのはない

ものなのかどうなのか、その辺はどうなの

でしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 丸山教育次

長。 

○教育次長（丸山一人君） 補正予算計上

するときに、この関係については御説明さ

せた部分ありました。過去は、やっぱりか

なり広い教室を付けるとなると、やっぱり

工事費１億円くらいかかってしまうという

ことで、なかなか難しいというお話をさせ

ていただきました。 

 ただ、何としても早急に付けたいという

ことで、設置教室を厳選させていただきま

して、小学校については普通教室、もう全

ての普通教室ではなくて、今後の児童数、

学級数の推計を見ながら必要なところとい

うことで厳選させていただきまして、事業

費の圧縮、また工期の短縮等に結び付いた

のかなというふうに私どもも思っておりま

す。 

 その中で、漏れということになります

と、すべての教室、たくさん一つでも多く

の教室が付いたほうがもちろんそれはいい

のですが、例えば特別教室だとかですと、

利用頻度も少ない特別教室もございますの

で、その部分は協議させて決定させていた

だきました。 

 ただ今後、児童生徒数の変化だとか、学

習指導要領の改訂で新たなタイプの教室を

設置しなければならないということが、も

しかして起こった場合については、これも

学校と関係者が協議して、増設ができるか

どうか検討させていただきたいなというふ

うに思っています。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） 他に質疑あり

ませんか。 

 １２番二川委員。 

○１２番（二川靖君） それで、ちょっと

先ほど川上委員のほうで質問したことで、

ちょっと関連で話をしようかなと思ったの

ですけれども、なかなかタイミングが悪く

てできなかったということで申し訳ありま

せん。 

 それで成果表の１９ページに戻っていた
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だきたいのですけれども、副町長がびびっ

どやら農協等とも連携が十分ではなかった

ということが答弁としてありましたけれど

も、果たしてこの町が関わっている移住者

は本当にいたのかなというふうに思ってい

ます。それで、ちょっと任せっぱなしなの

かなというちょっと危惧がありますので、

そういったことでこの副町長が言っており

ます、十分ではなかったということについ

て、どうすれば町として改善ができるのか

ということがあれば、ちょっとお話を伺い

たいなというふうに思っています。 

 すみません、移住促進事業の関係です。

すみません。 

○委員長（多治見亮一君） 丸山副町長。 

○副町長（丸山晃徳君） 御質問の要点と

しましては、町、農協、びびっどでの連携

をして、しっかり農業者の方の移住政策も

推進できないのかという御質問と捉えまし

た。これまでもいろいろ課題がありまし

て、移住したい人は、その思いで農業体験

なりして自分が農業者として、足寄町で経

済活動できないかという思いがあると。そ

こにびびっどさんは、できる限りその希望

者の希望を答えてあげたいということで、

できるだけ受け入れのことは、希望者の目

線で進めていこうとしますね。そこで、先

ほども言いましたように、農業者の体験で

すとか、まず、そこには畑なり土地がある

か、家があるかというところもあります

し、これまでも違うラインからも、農業を

修行したいという方もいらっしゃるという

ところで、びびっどは積極的に受け入れた

い。農協としては、きちんと基準どおり

に、慎重と言い方じゃないですね、やはり

農業者の方にしっかりと考えていただい

て、地に足のついた進め方をしていただき

たいというところで、その部分での摩擦と

いうのはありました。それを何とか、町と

してもできる限り、双方のお話をしていた

だいて、スムーズなどのような体制が可能

かということで、お話をできないかという

ことで、事務レベルでそういうことも検討

していただいたところなのですけど、なか

なかそこの双方の隙間が、まだ今のところ

埋めるところができないというところで、

それぞれの思いがあるというところで、そ

こに町が双方の話を聞いて、うまく進めて

いければいいのですけど、なかなかそこら

辺、これまでもチャレンジはしているので

すけど、なかなか難しいところで、まだま

だ課題として残っていますので、また今

回、そういうようなお話をいただいたの

で、また仕切り直しと言いますか、何が課

題かというのを双方で話して、可能な対応

ができるか、それぞれ、町としてはびびっ

どに委託しているわけですけど、農協は農

協として主体性を持ってやられているとこ

ろもありますので、町がこう言ったと言い

ましても、それは農協のほうでもまたいろ

いろお考えがあるかと思いますので、まず

はそれぞれ、足寄町として、これからの移

住なり農業者の受け入れについて、どうす

べきかというのを改めて検討していくよう

な機会を設けていきたいと考えています。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １２番二川委

員。 

○１２番（二川靖君） 言われていること

は十二分に分かるつもりです。 

 それで農協のほうと、びびっどは受け入

れたい、農協はそういった条件整備をしな

がら、どうにかということで言われている

のは分かります。この隙間がなかなか埋ま

らないというのは、令和５年度の決算だけ

でなくて、その前からあったのかなという

ふうに思っています。 

 それで町も大変なのかなというふうに

思っていますけれども、何が課題なのかと

いうのも、今副町長のほうから改めて話と

して検討していきたいというふうにおっ

しゃられていましたけども、いずれにして

も、町のお金がいっている以上は、そこに

調整をしてもらうようにしないと、何かお
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互いバラバラになって、この事業がおかし

くなってしまうという可能性もあるのかな

という危惧をしていますので、そういった

ところで町が指導しながら、どうにかそう

いった農協、びびっどもそうなのですけど

も、どこかでお互いが軟着陸と言うのです

か、お互いが理解できるような方向性を今

後以降持っていただきたいというのは、私

の希望ですので、答弁をお願いしたいとい

うふうに思っています。 

○委員長（多治見亮一君） 渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） とりわけ農業に対

する移住、農業新規就農したいだとかとい

うところでの移住というふうになるのかな

というふうに思っています。 

 農協さん、びびっどさん、そして町とい

う、そういう三つのこの中で取り組まなけ

ればならないという課題としてはそういう

ことなのかなと。 

 あと林業だとか、それからいろんな商業

だとか、いろんなところでもびびっどさん

を経由して新しく移住されてこられている

という方たちがいらっしゃいまして、そう

いったところは、それぞれ事業者さんだと

か、いろんなそれから介護だとか、いろん

な形で足寄に仕事を求めたりとかしなが

ら、移住されてきているという方たちがい

らっしゃいます。 

 とりわけ農業の関係でありますけれど

も、びびっどさんのところは、やはりそう

いう農業関係には非常に強くてというか、

元々代表をやられている桜井さんも農業に

は非常に明るい方ですし、それからそこに

いらっしゃる坂本さんだとか、放牧酪農だ

とか何かも進めてこられたというところも

あって、非常に明るい方たちなので、そう

いう方たちを頼って新規就農したいなとい

うことで来られる方たちが多くいらっしゃ

います。いらっしゃるのですけれども、実

際に新規就農するということになると、当

然のことながらどこかの農家に、今段階で

いくとほとんど空いている農地はないわけ

ですから、どなたかがこのあとリタイアす

るというか、離農されるようなところのあ

とに入っていくだとか、それから今まで

ずっと使われていなかったところなんかも

あって、そういったところを使えないかだ

とかという、候補地がなければ、まずは新

規就農できないということになります。 

 それから当然、牛も必要ですし、機械も

必要ですし、金銭的な資金面の部分も非常

に農業で新規就農しようと思うとお金もか

かる。そういうのは農協だとか町だとか、

そういったところとの相談もきちんとして

おかなければ新規就農できないよというと

ころなのですね。なので、びびっどさんの

ところにどんどん希望が来て、その人たち

をどんどん入れていく、ここ空いているの

じゃないか、ここ空いているのじゃないか

とかということでいっても、実際のところ

はそうはならないと。そうなっていない状

況というのがあって、やはりそこは農協さ

んと実際の農家の方たちの経営だとか、そ

ういったものも含めてされているわけです

から、それから新規就農するための資金だ

とか、そういうのも農協さんから資金の提

供を受けなきゃならないだとか、そういう

ことがあるので、やはりそこは連携を取ら

ないと、思いだけでは新規就農はできない

ということですね。ですから、それは町も

事務局を持っていますし、町にも相談をし

ていただいて、町と農協とそこら辺をきち

んと連携を取りながらやらないと、新規就

農につながっていかないということなので

すよね。なので、いろんな希望ある方たち

が来られて、この人だ、この人、この人と

いうことであっても、やはり簡単にはいか

ない、そこで連携というのは必要になって

くるというところなのですね。 

 町と農協だとかが、実際に今これから入

る農家、今やっている農家で経営を譲って

もいいですよというところに、次の新規就

農で入って来られる方たちを紹介していく

わけですけども、その前段でもきちんと新
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たにやるためには、いろいろな研修も積ま

なければならない、経験も積まなければな

らないというところもありますので、そう

いう経験を積むための研修の期間があった

り、それから新規就農センターだとか住宅

なんかも用意してあったりだとか、それか

ら、そういういろいろ経過を踏んで新規就

農につながっていくというところでありま

すので、簡単に新規就農したいですと言っ

て来られても、そうですかと言って受け入

れられない部分もあるというところなのだ

と思います。そこのところがいまいち、今

までのところでしっくり来なかった部分、

どんどん新規就農したいですよということ

で来られて、どんどん次ここどうだ、ここ

どうだとかというようなことで話しされて

も、実際そこが本当に入れるところなのか

どうなのか、それをちゃんと農協と相談し

ないと駄目だよね、役場と相談しないと駄

目だよねというところが今まであったのか

なというふうに思っています。 

 一定程度整理をしながら、そういう新規

就農で希望のある方たちは、まずは１回役

場だとか農協で相談しながら、本当に新規

就農するためには研修も積み、次の受け入

れというか、引き継ぐ農家を探し、そうい

う取り組みをきちんと段階を踏まえながら

やっていかなければなりませんということ

で、今お話をさせていただいて、びびっど

さんには一定程度窓口にはなっていただい

て、役場だとか、農協に相談に行くという

形で進めさせていただいているという状況

です。 

 なので、まだまだしっくりいっていない

ところだとかというのはあるのかもしれま

せんが、基本的にはそういう形で新規就農

を受け入れていくという形にしていますの

で、窓口として、いろいろな方たちにそう

いう足寄町では新規就農を募集しています

よですとか、それから放牧酪農をやってい

て、そういう放牧酪農をやりたいという人

たちが来ていただいたら受け入れて、相談

にも乗って、研修もして、新規就農につな

がっていくような取り組みをしていますよ

というところは、びびっどさんでやってい

ただいているという状況になっています。 

 それで来ていただいた方たちはそれぞ

れ、町、農協等でまた相談に乗りながら、

新規就農につながるまでは先ほど言ったよ

うに一定の期間がかかるというところで

やっているという状況ですので、必ずしも

しっくりいっていない部分も確かにあるの

は、それはそのときそのときで、いろいろ

な方たちがいらっしゃるので、スムーズに

いく場合もあるし、うまくいかないときも

あるし、また最終的には新規就農につなが

らないときもあるしということにもなって

いるのかなというふうに思っています。 

 今後も、今もそういう形で今やらせてい

ただいていますから、今後もそういった部

分では町、農協、それとびびっどと一緒に

合わせて協力しながらやっていかなけれ

ば、その移住の方たちの受け入れというの

は、なかなか難しいのかなと思っておりま

すので、引き続き、いかにスムーズにやっ

ていけるかといったところの取り組みをし

ていかなければならないかなと考えている

ところであります。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １２番二川委

員。 

○１２番（二川靖君） 町長の説明で、流

れ等と考え方も変わっていないというのは

分かっておりますので、そこら辺について

は、新規就農の関係については、そういっ

たことで進めていっていただきたいのかな

というふうに思っています。 

 それと、一般の移住希望者、先ほど商売

を起こしたいだとか、いろいろな方がい

らっしゃるということで、足寄町に直接こ

ういうことで移住をしたいという方がい

らっしゃるのか、ちょっと分かりませんけ

ども、そういった人が来た場合、どのよう

な対応をしているのか、またはその対応を
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する中でびびっどのほうにそれを回してい

くのか、そこら辺ちょっと流れについて教

えていただきたいと思います。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） 移住を希望さ

れる方については、直接お電話をいただく

ということはほとんどございませんで、例

えばフェアですとか、直接移住をされると

いう方はなかなかいらっしゃらないので、

町のほうに連絡をいただくとしたら、まず

移住体験住宅を利用して町がどのようなと

ころかを知って移住したいという方が多い

のかなと思います。 

 そのほかには、例えば御家族とか、例え

ばお子さんがいるので、将来移住したいで

すとかというような明らかな目的を持って

いる方もございますけれども、まずは町の

ほうに御連絡をいただきましたら、移住体

験住宅を使う場合についてはびびっどさん

のほうに引き継ぎをして、体験住宅の利用

についていろいろ説明をしていただいた

り、御本人が希望される場合については、

例えばこのような体験がしたいとか、この

ようなことが知りたいという場合について

は、びびっどさんのほうでコーディネート

をして農場体験ですとか、いろんなことを

体験していただいたり、説明をしていただ

いたりということがございます。 

 町としては、お受けした場合について

は、そういう細かい足寄町のＰＲについて

はびびっどさんにお願いをして、いろんな

対応をしていただいているということに

なっています。 

○委員長（多治見亮一君） １２番二川委

員。 

○１２番（二川靖君） 流れについては分

かりましたので、そういったことでびびっ

どさんにお願いをして移住体験住宅をとい

う細かいことについては、そこでやってい

るということが分かりましたけれども、い

ずれにしても広くイベント等を通して、足

寄町も関わってきているということで、そ

ういったことで移住者が増えるようなイベ

ント等に多く参加しながら、人口減はどう

にか食い止めていくということで、今後よ

ろしくお願いしたいというふうに思ってお

ります。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） 他に質疑あり

ませんか。 

 １０番進藤委員。 

○１０番（進藤晴子君） 成果表の３８で

すね。保育所の運営経費のところでお願い

します。 

 ここに委託料として、保育業務支援シス

テム導入業務というものがございます。ど

こかで説明を私聞いたのかもしれないです

が、ちょっと理解していないので、詳しく

説明していただいてよろしいでしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課

長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） この保育所運

営経費における保育業務支援システムにつ

いてですが、これについては、保育所の登

園、降園の管理をすることができるもの

と、子どもセンターにおいては、保育の見

える化ということで、イベント等の写真を

ここで保護者の方々に提供することができ

たり、あと保育士の保育計画等をこの中で

管理をするということもできるような形に

なっております。 

 あと、大きな効果としましては、保護者

の方から本日お休みにしますだとか、そう

いった部分の連絡もこのシステムを通じて

できるというような状況になるシステムで

ございまして、昨年導入をして、本年度か

ら本格稼働をし始めているシステムでござ

います。 

 同じシステムが、学童のほうにも同じよ

うに付けておりまして、こちらのほうにつ

いては、保育のどんぐりとはちょっと同じ

システムなのですけれども、運用方法とし

ましては、登園、降園の部分だけというふ
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うになっているという状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤委

員。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。 

 親御さんから、もし登園のときに今日は

お休みすると、スマホか何かで入れて、そ

れが連動して今日はお休みというふうに保

育士たちが分かるということですね。それ

を手入力で入れるわけではないですね。分

かりました。 

 あとは、おいでになったお子さんたち

は、どのように登園しましたとなるのです

か。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課

長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） 登園した場合

については、保護者の方々、スマホ等にで

すね、ＱＲコード等ありまして、それを登

園の段階で読み込んでいただくと、かざし

ていただくと。そうすると、タブレットの

ほうで、それを読み取った形で登園しまし

たということが分かるようになっておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤委

員。 

○１０番（進藤晴子君） スルーされてや

らなかったというパターンはないですか。

スマホに明るい保護者だけでもないかと思

いますし、あと、おじいちゃんおばあちゃ

んが預かっている場合もございます。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課

長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） 保護者の方に

ついては、今スマホにアプリを落としてい

ただいて、それで管理をしていただくとい

うことをして、連絡というのをされている

方々については、今、皆さん、やはりスマ

ホを使うのが長けていらっしゃるので、漏

れるということはないですが、例えば、お

じいちゃん、おばあちゃんが代わりに登園

に来るといったときには、ＱＲコードを別

に持っていただいて、それで登園という形

の管理もできるようになっている状況でご

ざいます。 

 紙でＱＲコードを持っていただいて、そ

れで代わりに登園ということもできるよう

になってございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤委

員。 

○１０番（進藤晴子君） 漏れないという

ことですね。入り口のところで張っている

わけですね、保育士さんが。分かりまし

た。 

 そしてもう一つ、見える化です。保育の

見える化が、アプリの中で見えるというこ

とですが、あとは写真であるとか、今まで

見える化というのは、本当に保育士さんた

ちのお力だと思うのですが、昔から写真を

撮り、いろんなところに張り出して、あと

ビデオとかもビデオ鑑賞したりとか、そう

いうこともされていました。なので、本当

に今までも見える化というのは、足寄の場

合はしていたなというのは、よく分かるの

ですが、この保育業務支援システムの中

に、その画像として残す以外に見える化と

いうのを新しく始めたものというのはあり

ますか、このシステム以外で。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課

長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 今までも、議員の仰せのとおり、おっ

しゃるとおり、保育士のほうで、行事等に

ついては新聞だとか、そういったのを作っ

たりして、保護者の方に提供するだとかと

いうことをしていました。このシステムが

入ったことによって、今まで大きなイベン

トという部分が主だったところだと思うの

ですけれども、それ以外の保育の状況の部

分も、こちらのほうで、ある程度できるよ

うになっているのかなというふうに感じて
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いるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤委

員。 

○１０番（進藤晴子君） 日々の保育の状

況を発信しているというふうに捉えてよろ

しいですか。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課

長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） 全ての部分で

はないかもしれませんけれども、今まで以

上に回数が多くなっているというふうに認

識しているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤委

員。 

○１０番（進藤晴子君） 足寄に長くい

らっしゃって、保育所に預けたことのある

お母さんたちは、もう本当に顔が保育士さ

んとのつながりもありますので、そういう

都会での心配、都会で保育所に預けるお母

さんたちの、ああいうような心配は多分な

いのだと思います。 

 ただ、外から転勤族のお母様方とか、足

寄を知らない方たちは大丈夫なのかなとい

う部分は、多分あるのかなと思います。都

会などは、保育所じゃなくて託児所みたい

なところに関して、無認可の託児所なんか

に関しては、ビデオがずっと流れていて、

オンラインでずっと見れるスマホで、今日

どうしているか、あ、お昼寝してるわと

か、そういうようなこともされているとい

うのは、随分前からなっております。保育

所のいろんな今までの事故であるとか、い

ろんな問題、これは保育所だけではござい

ません。老人ホームでもそうですけれど

も、そういう虐待のことであるとか、いろ

んなことが現代であるからこそ起きる問題

に対して、お母さんたちからそういう不安

がなくなればいいなというふうに私は思っ

ております。 

 例えば、０歳児、１歳児、２歳児、小さ

いお子さんたちのそういう画像を流すとい

うことも、もしかしたら必要なのかなとい

うふうに思っておりますが、答弁いただき

たいと思います。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課

長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） 常にモニタリ

ングができるような形というのは、保護者

の方にとっては安心できる部分ということ

でお話があるのかもしれませんけど、なか

なかやはりずっとモニタリングを流すとい

うようなことも、保育士、定点でやってい

くということもなかなかできない状況もあ

りますので、こちらで今実施しているよう

な活動の写真、動画だとかという部分で、

今までは本当に運動会だとか、発表会だと

か、大きなイベントの部分がメインだった

と思いますけども、それ以外の遠足のとき

だとかそういった部分も、クラスごとに動

いているところの状況だとかという部分も

提供できるようになっているのかなという

ふうに思っておりますので、先ほど言われ

ましたモニタリングというのは、常時のモ

ニタリング的な部分はちょっと難しいかな

と思っていますけれども、システムを活用

して、そういった今まで大きなイベント以

外のところでも情報発信ができるような形

にしていきたいなというふうに考えており

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） １０番進藤委

員。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。

子どもを育てた、保育士さんに育てても

らった、３人育ててもらった私、母親とし

ての意見なのですけれども、本当に保育士

さんが育ててくれたというふうに思ってお

ります。 

 どういうふうに育ててくれたのかという

ところが私は分からなかった。例えばお着

替え、自分でできるボタン、これは私が教

えるやり方と保育士さんの教えるやり方が
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やっぱ違う部分があって、あ、保育士さ

んってこういうふうにしてるのだなって、

子どもを見ながらやっぱり感じてたのです

けど、そういうのがもし画像で子どもに対

する声掛けであったりとか、これは保育園

だけではなくて、学校でもそうです。東京

から来たときに先生方が子どもに声掛けす

る言葉掛けも全然違うなというふうに感じ

たことがございます。 

 名前だけで呼ぶことはなく、何々君とか

何々さんとか呼んでたけれども、こういう

地元ではもっと先生と子どもの仲が密着と

言いますか、そういうような言葉掛けに戸

惑ったことがございます。そういうのもあ

りますので、是非そういうことも一つの対

策として、今後、すぐではなくて取り入れ

ていただければ、お母さんたちのそういう

不安も少し少なくなるのではないかなと、

場所によって、全然その保育の仕方もやっ

ぱり違う部分がございますので、是非取り

入れていっていただきたいなという、これ

はお願いです。ありがとうございます。 

○委員長（多治見亮一君） それでは、１

１時４０分まで暫時休憩といたします。 

午前１１時２７分 休憩 

午前１１時４０分 再開 

○委員長（多治見亮一君） 休憩を閉じ、

会議を再開します。 

 質疑ありませんか。 

 １番早瀬川委員。 

○１番（早瀬川恵君） 成果表の１７ペー

ジなのですけど、地域活性化推進事業とい

うところで、補助金交付実績、この中の解

体が２件というふうになっているのですけ

ど、町内、空き家がたくさんあるのではな

いかなって、きっと３００件以上はあるの

じゃないかなというふうに思うのですけれ

ども、この２件というのが、すごく少ない

数なので、これは２件って何なんだろうな

というところをお聞きしたかったのですけ

ど。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） まず、解体が

２件ということで、これは町の補助金の対

象になった件数でございます。 

 まず、解体をされたいという御希望があ

る場合については、町のほうに補助金の対

象になるかということで、事前に相談をい

ただきまして、町のほうで基準がございま

すので、それに基づいて町の補助金の対象

になるかということを確認をして、それか

ら解体をしていただくという形になりま

す。 

 それで町の補助金を最終的にはお出しす

ることになるのですけれども、まず町の補

助金の対象になるかどうかというので、最

終的には２件になったというのと、あと民

間の方と言いますか、町の補助金の対象に

ならないような危険家屋でない場合の解体

については、町内にいろいろたくさん空き

家があって解体されているところも最近見

受けられますけれども、それは各自の御判

断と言いますか、それで解体されていると

いうことなので、こちらに載っているの

は、あくまでも町の補助金の対象になった

件数ということでなっております。 

○委員長（多治見亮一君） １番早瀬川委

員。 

○１番（早瀬川恵君） 危険家屋というと

ころでは、個人的な被害だけじゃなくて、

町全体にも被害が及ぶのかなと、地震とか

あったときに御近所の方とか、被害が及ぶ

のかなというふうに思うのですけれども、

町として危険家屋ってどれぐらいあるのか

というのは、もし分かりましたら教えてい

ただきたいです。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） 以前、空き家

の調査をしておりまして、その段階での数

字はあるのですけれども、最近は、また年

数もたっておりまして、どれぐらいの状況

の家屋があるかというのは、直近では押さ
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えてございません。 

 なお、例えば、風によって屋根がちょっ

と飛んで御近所に迷惑をかけているとか、

本当にそのように危険な家屋というふうに

こちらのほうで押さえている物件もござい

まして、そちらにつきましては、例えば所

有者の方、もし所有者がお亡くなりになっ

ている場合については、御遺族と言います

か、それを相続される方に対しまして、そ

の家屋を解体していただくように、こちら

のほうでも通知をしたりして、解体を呼び

かけているというような状況にございま

す。 

○委員長（多治見亮一君） １番早瀬川委

員。 

○１番（早瀬川恵君） すみません、前後

してしまうのですけれども、解体この２

件ってあったのですけれども、昨年とか、

５年くらいでどれぐらいあったのかって、

もし分かれば教えてください。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） すみません、

ちょっと押さえているのが、４年度の数字

なのですけれども、４年度には１１件の解

体がございました。 

○委員長（多治見亮一君） １番早瀬川委

員。 

○１番（早瀬川恵君） ４年度は１１件と

いうことで、かなりこの２件から比べると

多かったのかなというふうに思うのですけ

れども、この危険家屋というのは、なかな

か素人の自分とかも、一見見た感じ、これ

が危険家屋かどうかというのって、なかな

か判断しづらいなというふうには思うので

すけれども、空き家が足寄の中にたくさん

あるということで、空き家対策というのは

どのようにされているか、教えていただき

たいと思います。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） 住宅というの

は、個人の財産ということで、それぞれの

所有者の方が管理をするというのが基本だ

と思うのですよね。 

 なので、こちらのほうとしては、家屋を

どのように管理しているかというところま

では、町のほうで指示はできないかなとい

うふうに思っております。 

 ただ、環境的なものとしては、やっぱり

草を刈るとかですね、そういうようなこと

については、一般的にされるようなことと

いうことで認識していただいているのかな

というふうには思っております。 

 また、本当に何か危険なことがあるよう

なことがあれば、町のほうに連絡をいただ

ければ所有者の方に対応していただくとい

うようなことは可能だと思っておりますけ

れども、特にこちらのほうから空き家対策

について何か具体的にやっているような状

況ではございません。 

○委員長（多治見亮一君） １番早瀬川委

員。 

○１番（早瀬川恵君） 分かりました。町

民の方からも空き家に知らない人が来て集

まっているとかという話も耳にしたりしま

して、町内の方じゃなくても町外らしい方

が空き家のところに集まっていたという話

とかも聞いたりしておりましたので、やは

り空き家が長年そのままになっているとい

うのは良くないかなというふうに私も思い

ます。今後やはりその辺の空き家対策して

いかなきゃいけないのかなというふうに感

じています。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） 他に質疑あり

ませんか。 

 ３番榊原委員。 

○３番（榊原深雪君） 基金運用状況報告

書の１１ページの上から３番目の高齢者運

転免許証自主返納支援事業補助金のこと

だったのですが、６月にも早瀬川議員が一

般質問されました。 

 そこで、この人数を見ますと、大体１０
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名ぐらいかなと想像しておりますけれど

も、以前には、やはり病院通いしなきゃな

らないので、帯広行くのが多くて、帯広に

引っ越ししたという高齢者夫婦もいらした

り、いろんな事情があって、運転が不安だ

という方が大勢いらっしゃいました。 

 今、町立病院のほうも充実されて、安心

していろんな医療をかかっているところな

のですけれども、それでも、やはり帯広な

んかに行くのに、御夫婦で御主人が入院し

たと、それを物を運ぶのに、やはり運転

が、なかなか免許を返納することにはなら

ないという、判断をしかねている方も大勢

いらっしゃったり、いろんな事情で免許を

手放せない方がいらっしゃると思うのです

けれども、その方たちのためにちょっと調

べましたら、いろんな特典というのか、十

勝バスが証明書を見せれば半額になると

か、いろんなことが調べましたらありまし

たので、そういったことを知らしめる広報

か何かにされているのかどうか、そして、

これからもそういう予定をされているのか

どうかお聞かせ願います。 

○委員長（多治見亮一君） 金澤住民課

長。 

○住民課長（金澤眞澄君） 先日の一般質

問にございましたけれども、免許証返納に

係る交付金とか、各バス会社とか等のサ

ポートシステム等の補助等があるというふ

うにお答えしたのですけれども、町としま

しては、年に２回程度、広報では周知して

いるところなのですけれども、今後その周

知がもっと行き渡るように拡充していきた

いと思っています。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） ３番榊原委

員。 

○３番（榊原深雪君） その件につきまし

て、分かりました。 

 同じページの新規就農者経営開始奨励金

３００万円とあるのですが、これは何件

だったですか。 

○委員長（多治見亮一君） 佐々木経済課

長。 

○経済課長（佐々木康仁君） 新規就農者

経営開始奨励金３００万円ですけれども、

この件については、足寄町の新規就農者誘

致促進条例に基づいて、町が経営開始から

３年間で年間２００万円を支給する制度で

ございます。 

 ただ、国の経営開始の資金が今出るよう

になりましたので、それを受給している場

合は、その差額分の上乗せ支給ということ

になりまして、令和５年につきましては、

５０万円の６名分ということになりますの

で、よろしくお願いいたします。 

○委員長（多治見亮一君） ３番榊原委

員。 

○３番（榊原深雪君） 先ほどのどなたか

の質問にもありましたけれども、新規就農

者の方が入られるときに、住居が既存の農

家さんがまだそこに住んでいると、新規就

農者の方が来てもすぐ入るわけにはいかな

くて、やっぱり時間がかかる場合が多いん

ですけれども、既存の農家さんが入れるよ

うな町の中に空き家がないかとか、先ほど

の早瀬川議員の話もありましたけれども、

空き家をスムーズに紹介できるようなシス

テムには、足寄町はなっているんでしょう

か。 

○委員長（多治見亮一君） 佐々木経済課

長。 

○経済課長（佐々木康仁君） そのような

形で、経営を委譲される側の方が早めにそ

の場所を譲りたいんだということの相談が

あれば、その都度こちらのほうで対応させ

ていただきたいというふうに、例えば空い

ている公営住宅がないのかだとかというこ

ともさせていただきたいと思っています。 

 ただ、どちらかというと、自分が住み慣

れた家ですので、やっぱり経営が完璧に委

譲されるまでは住み続けたいというのが気

持ちだと思いますので、その辺が先ほども

ありましたけども、うまくマッチングがで
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きるように進めていきたいというふうに思

います。 

○委員長（多治見亮一君） ３番榊原委

員。 

○３番（榊原深雪君） 今、足寄町の現状

としまして、高齢者の方が持ち家がある

と、だけど、もう維持していくのが大変だ

という方が潜在的にいらっしゃるんです

ね。だから、そういうことも、ここで相談

すれば登録しときますよとか、そういうシ

ステムづくりをすれば、もっとスムーズ

に、借りる人、移住したい人のあれなんか

も居住するところがあれば、スムーズにい

くのではないかと思いますので、そういっ

たほうを今後力入れていっていただければ

ありがたいなと思うところですが、いかが

でしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） だんだん高齢化も

進んできていますので、一人で住むのは非

常に大変だというところと、例えば一人に

なって大きな家、そんなに必要ないのだけ

どもというような方たちもいらっしゃるの

かなというふうに思っています。 

 そういう方たちが、いずれ空き家になっ

ていたとかということで、そのあとの活用

という、空けてある期間が長ければ長いほ

ど家も傷むというところもあるので、やは

りそういう空き家にならないうちに次の方

に引き継ぐだとか、そういうような形にな

ると住宅も空き家になっても活用ができ、

空き家にならないで活用ができというよう

な形になるのが一番理想かなというふうに

思っております。 

 今、なかなか不動産業というか、住宅を

やりとりというのは、足寄町内にそういう

方がいらっしゃらないので、なかなか簡単

にできない部分も、仲介だとかそういった

こともできない部分というのもあるのかな

というふうには思っています。 

 ただ、今、榊原委員さんがおっしゃられ

たような形で、なるべく古くなって、壊さ

ないと危険な家屋になるよということにな

らないような対応というか、そういったも

のはやっぱりこれからも必要になるのかな

というふうに思っておりますので、今すぐ

何か方法というのは、なかなかありません

けれども、そういうことも将来的には考え

ていかなければならない課題なのかなと考

えております。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） よろしいです

か。 

 若干早いですが、昼食のため１時まで休

憩といたします。 

午前１１時５７分 休憩 

午後 １時００分 再開 

○委員長（多治見亮一君） 休憩をとじ、

会議を再開いたします。 

 質疑はありませんか。 

 １２番二川君。 

○１２番（二川靖君） 成果表の４８ペー

ジ。畜産振興資金貸付事業なのですけれど

も、この点について、ちょっと分からない

ことがあるのでお聞きしたいと思います。 

 それで、この貸付資金については２,１

４７万８,０００円ということで、戸数が

６戸、乳用牛、肉用牛が２戸ということで

出てますけれども、今年度、違いますね、

前年度こういったことで、戸数８件に貸付

をしたということで、実際この貸付をした

ことによって、経営安定につながったのか

つながっていないのかという、ちょっとあ

れなんですけども、聞きたいというふうに

思っています。 

○委員長（多治見亮一君） 佐々木経済課

長。 

○経済課長（佐々木康仁君） 個々の経営

内容については、私たちちょっと知る由が

ありません。ただ、８戸の皆さんが何とか

経営を少しでも良くしようという思いで購

入をされておりますので、農家にとっては

非常に有益なものだったというふうに感じ

ております。 
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○委員長（多治見亮一君） １２番二川委

員。 

○１２番（二川靖君） 今、課長が言った

とおり、個々の経営という部分では踏み込

めないというのは従々承知しておりますけ

れども、乳用牛、肉用牛も非常に厳しいと

いう状況が未だに続いているということで

ありますので、貸付金ですから、これを支

払いをしていかなきゃいけないという部分

もありますし、例えば、こういったことで

貸付をしているよと。これがやっぱり少し

でも足寄のところに跳ね返ってくる、税収

等もそうなのですけれども、跳ね返ってく

るような経営をしていただければ一番いい

のかなというふうに思っているのですけれ

ども、なかなかこの部分については借り

る、年度によっては借りる人、借りない人

がちょっとあるのかなというふうに思って

まして、そういったことで来年度に向けて

も、畜産振興については、ちょっと力を入

れてもらうような政策を組んでいただきた

いという思いがあって、発言をしておりま

すので、そこら辺どうでしょうかね。 

○委員長（多治見亮一君） 佐々木経済課

長。 

○経済課長（佐々木康仁君） ただいま二

川議員がおっしゃっていただいたとおり、

非常に酪農関係の状況は非常に厳しいとい

うふうに言わざるを得ないというふうに

思っております。 

 そういった部分で、今回５年度ですけれ

ども、８件の農家の方が少しでも良くして

いこうというふうに購入もされたというこ

とでございますし、今後も是非どういう形

がいいのか分かりませんけれども、しっか

りと町も酪農振興につきまして、支援がで

きるものについては支援をしていきたいと

いうふうに思っておりますし、今定例会の

補正でも挙げておりますけれども、和牛農

家さんへの支援というのを新たに行いたい

というふうに思っておりますので、そう

いった部分でも支援が少しずつできればい

いかなというふうに思っております。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） 二川委員。 

○１２番（二川靖君） そういったことで

補正も組んでやっていくということで、第

一次産業の農業、特に畜産業が苦しいとい

うことでは、そういったことで手厚い支援

をしているのかなというふうに思っていま

すけれども、再度そういったことで、来年

の話するなと言われるかもしれませんけど

も、そこはよろしくお願いしたいなという

ふうに思っています。 

 それともう一点なのですけれども、その

下の堆肥舎の長寿命化の事業で、これもな

かなかいろいろ議論がありまして、今回調

査設計費を上げて、改修方法やら補修方法

をそういった方に提案したということで

載っておりますけれども、この被害を受け

た部分について、例えば、補修改修方法を

提案したということになれば、そういった

被害を受けた方が、ほとんどの方がそうい

う提案を受けて長寿命化を図ったのか押さ

えているでしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 佐々木経済課

長。 

○経済課長（佐々木康仁君） 経済課長で

す。お答えをいたします。 

 令和５年度に行った堆肥舎劣化調査業務

というのは、どれぐらい劣化をしているの

かということの調査でございます。 

 調査をして劣化とかひどい、一番がＣ判

定と言いますけれども、劣化が進んでいる

方、もうちょっと改修すれば十分使える方

だとかっていうのを、まず令和５年度につ

きましては、道の協力も得て調査をさせて

いただいたと。 

 今年度、今行っておりますけれども、実

際にそれではもう厳しいと言われた農家の

方で調査をしてほしいといった方に対し

て、今年度設計業務を組んで、実際どれぐ

らいかかるのかというのは今年度、今調査

をしているところです。今年度中に成果が



― 24 ― 

出れば、農家個々のほうにはまた御連絡を

させていただいて、こういうかなりの額か

かってしまうと思いますけれども、再築す

る、あるいは修繕をするにはこれぐらいの

金額かかりますよというのを提案をさせて

いただくという流れでございます。 

○委員長（多治見亮一君） １２番二川委

員。 

○１２番（二川靖君） 分かったような、

今やれば診断結果を踏まえて、今やれば大

したお金がかからないという方について

は、この事業の報告を受けてやった方がい

ると。大きく崩れた方については、また調

査設計をして、いわゆる、何ていうのです

か、このくらいお金かかりますよ、どうし

ますかという提案をするということで、捉

え方でよろしいのでしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 佐々木経済課

長。 

○経済課長（佐々木康仁君） 令和５年度

の調査で、堆肥舎１５棟の調査を行ってお

ります。そのうち、経年劣化の範囲内だ

と、今後も個々で改修修繕していただけれ

ばと言われる方が、棟数でいくと８棟で、

構造上、今二川委員がおっしゃったよう

に、ちょっと屋根が落ちた農家さんもござ

います。構造上、深刻な劣化があった建物

については７棟あります。まず、深刻な劣

化のあった７棟について、どれくらいお金

がかかるのかと、再築あるいは改修するの

にかかるのかという調査を今年度行ってい

るということで、まだ修繕可能という方々

については、令和６年度の調査には該当さ

せておりません。 

○委員長（多治見亮一君） １２番二川委

員。 

○１２番（二川靖君） ８棟については、

今年の調査を踏まえてということでなって

いますけれども、じゃあ、８棟のものにつ

いては、調査業務をしました。補修改修方

法を提案をして施設の長寿命化を図ったと

いうことになれば、やっぱり簡易なものに

ついては、多分もう直しているのかなとい

う捉え方をしちゃうのですよね。その簡易

なものについて、８棟については、ある程

度もう所有者の方が目途をつけてやってい

るという認識でよろしいですかね。 

○委員長（多治見亮一君） 佐々木経済課

長。 

○経済課長（佐々木康仁君） 全て８棟が

全て今もう手をかけているかどうかは分か

りませんけれども、できるところからやっ

ていただけている方はいらっしゃると思い

ます。 

 ただ、現実はやっぱりお金がかかること

ですので、まだ取り組めていない方もい

らっしゃるのではないかというふうに考え

ております。 

○委員長（多治見亮一君） １２番二川委

員。 

○１２番（二川靖君） 私もひねくれもの

ですから、この文章を読んだら、長寿命化

を図ったというのは、皆さんやったのかな

という捉え方をしたものですから、そう

いったことで聞いています。 

 いずれにしてもこれ、個人の負担でやら

れるものですから、そういったことで、ま

たさらに７棟に、深刻な部分の７棟につい

ては、さらにそういった調査業務をしなが

ら、どうするのかという判断も個々人が求

められてくるというふうに思っていますの

で、それについては、それでまた今年度や

るということになっていますので、そう

いったことで、再度調査をした上、提案を

していただきながら、長寿命化を図ってい

ただきたいというふうに思っています。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） 他に質疑はあ

りませんか。よろしいですか。 

 それでは、これをもって質疑を終結いた

します。 

 これより各部会を開催し、意見の取りま

とめをお願いいたします。 

 なお、部会のあと、委員会室１におい
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て、部会長会議を行い、意見調整を行いま

す。 

 暫時休憩いたします。 

午後 １時１０分 休憩 

午後 １時１６分 再開 

○委員長（多治見亮一君） 休憩を閉じ、

委員会を再開します。 

 先ほど開催されました正副委員長、部会

長会議におきまして、各部会長から、審査

意見は特にない旨、委員長に報告がありま

した。 

 これから、総務産業部会に対する質疑を

行います。 

 質疑はありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次に、文教厚

生部会に対する質疑を行います。 

 質疑はありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） これをもっ

て、部会長に対する質疑を終結します。 

 これより、議案第６４号令和５年度足寄

町上水道事業会計剰余金の処分及び決算認

定についての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次に、賛成討

論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） これをもっ

て、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第６４号令和５年度足寄町上水道事

業会計剰余金の処分及び決算認定について

の件は、原案のとおり可決及び認定するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（多治見亮一君） 全員起立で

す。 

 よって、議案第６４号令和５年度足寄町

上水道事業会計剰余金の処分及び決算認定

についての件は、原案のとおり可決及び認

定することに決しました。 

 これより、議案第６５号令和５年度足寄

町国民健康保険病院事業会計決算認定につ

いての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次に、賛成討

論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） これをもっ

て、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第６５号令和５年度足寄町国民健康

保険病院事業会計決算認定についての件

は、認定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○委員長（多治見亮一君） 全員の起立で

す。 

 よって、議案第６５号令和５年度足寄町

国民健康保険病院事業会計決算認定につい

ての件は、認定することに決しました。 

 これより、議案第６６号令和５年度足寄

町一般会計歳入歳出決算認定についての件

の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次に、賛成討

論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） これをもっ

て、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第６６号令和５年度足寄町一般会計

歳入歳出決算認定についての件は、認定す

ることに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（多治見亮一君） 全員起立で

す。 
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 よって、議案第６６号令和５年度足寄町

一般会計歳入歳出決算認定についての件

は、認定することに決しました。 

 これより、議案第６７号令和５年度足寄

町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定についての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次に賛成討論

の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） これをもっ

て、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第６７号令和５年度足寄町国民健康

保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

ての件は、認定することに賛成の方は起立

願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（多治見亮一君） 全員起立で

す。 

 よって、議案第６７号令和５年度足寄町

国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認

定についての件は、認定することに決しま

した。 

 これより、議案第６８号令和５年度足寄

町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定につ

いての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次に、賛成討

論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） これをもっ

て、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第６８号令和５年度足寄町簡易水道

特別会計歳入歳出決算認定についての件

は、認定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○委員長（多治見亮一君） 全員起立で

す。 

 よって、議案第６８号令和５年度足寄町

簡易水道特別会計歳入歳出決算認定につい

ての件は、認定することに決しました。 

 これより、議案第６９号令和５年度足寄

町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認

定についての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次に、賛成討

論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） これをもっ

て、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第６９号令和５年度足寄町公共下水

道事業特別会計歳入歳出決算認定について

の件は、認定することに賛成の方は起立願

います。 

（賛成者起立） 

○委員長（多治見亮一君） 全員起立で

す。 

 よって、議案第６９号令和５年度足寄町

公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

についての件は、認定することに決しまし

た。 

 これより、議案第７０号令和５年度足寄

町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次に、賛成討

論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） これをもっ

て、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第７０号令和５年度足寄町介護保険
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特別会計歳入歳出決算認定についての件

は、認定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○委員長（多治見亮一君） 全員起立で

す。 

 よって、議案第７０号令和５年度足寄町

介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい

ての件は、認定することに決しました。 

 これより、議案第７１号令和５年度足寄

町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算

認定についての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次に、賛成討

論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） これをもって

討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第７１号令和５年度足寄町介護サー

ビス事業特別会計歳入歳出決算認定につい

ての件は、認定することに賛成の方は起立

願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（多治見亮一君） 全員起立で

す。 

 よって、議案第７１号令和５年度足寄町

介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認

定についての件は、認定することに決しま

した。 

 これより、議案第７２号令和５年度足寄

町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定についての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次に、賛成討

論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） これをもっ

て、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第７２号令和５年度足寄町後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算認定について

の件は、認定することに賛成の方は起立願

います。 

（賛成者起立） 

○委員長（多治見亮一君） 全員起立で

す。 

 よって、議案第７２号令和５年度足寄町

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

についての件は、認定することに決しまし

た。 

 これより、議案第７３号令和５年度足寄

町資源ごみ処理等事業特別会計歳入歳出決

算認定についての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次に、賛成討

論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） これをもっ

て、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第７３号令和５年度足寄町資源ごみ

処理等事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いての件は、認定することに賛成の方は起

立願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（多治見亮一君） 全員起立で

す。 

 よって、議案第７３号令和５年度足寄町

資源ごみ処理等事業特別会計歳入歳出決算

認定についての件は、認定することに決し

ました。 

 

◎ 閉会の議決 

○委員長（多治見亮一君） これで、本委

員会に付託された案件の審議は全て終了し

ましたので、これをもって本委員会を閉会

したいと思います。 



― 28 ― 

 御異議ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 異議なしと認

め、本委員会を閉会いたします。 

 なお、委員会報告書の作成については、

正副委員長に御一任願いたいと思います

が、御異議ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 異議なしと認

め、正副委員長により作成いたします。 

 

◎ 閉会宣告 

○委員長（多治見亮一君） これをもちま

して、令和５年度決算審査特別委員会を閉

会いたします。 

 御苦労さまでした。 

午後 １時２８分 閉会 
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